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研究成果の概要： 

加齢に伴う認知機能の低下を緩やかにし、認知症の発症を予防することは、我が国の介護予
防対策の大きな柱のひとつである。認知症は、要介護状態に陥る重大な原因であり、超高齢社
会において医療費や介護保険費を削減するためにも、予防のための支援方法の確立が急がれて
いる。そして認知症予防の方法のひとつとして、運動やスポーツによって日常身体活動を活性
化させることの有効性が注目されている。そこで、本研究では、高齢者の認知機能と身体活動
の関連を前向き研究によって調査することを目的として研究を推進した。本研究では、まず、
地域高齢者 65 名を対象に、運動や身体活動の実態を、従来のアンケートに基づく主観的かつ曖
昧な方法ではなく加速度センサー付体動計を用いて客観的かつ精確に把握し、それと認知機能
との関係を横断的に調べた。次に、どのような運動や身体活動が高齢者の認知機能の低下を遅
らせたり、認知症の発症を予防したりすることができるのかを縦断的に調べた。対象者の身体
活動量の測定には、加速度センサー付体動計（ライフコーダ Plus、スズケン社製）を用いた。
認知機能は、ベントン視覚記銘検査で測定した。日常身体活動量と認知機能の横断的分析の結
果から、統計学的な有意差は認められなかったものの、日常身体活動量の多い高齢者は、少な
い高齢者と比較して、ベントン視覚記銘検査得点が高かった。また、1 年後のベントン視覚記
銘検査得点が上昇・維持した群と下降した群のベースラインにおける日常身体活動量を比較し
て結果、上昇・維持した群は、下降した群と比べて、歩数で示される日常身体活動量が多い傾
向を示した（p = .089; 9238 歩 vs. 7712 歩）。今後は、これらの知見を大規模データで検証してい
く必要があるだろう。 
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１．研究開始当初の背景 

加齢に伴う認知機能の低下を緩やかにし、
認知症の発症を予防することは、我が国の介
護予防対策の大きな柱のひとつである。認知
症は、要介護状態に陥る重大な原因であり、
超高齢社会において医療費や介護保険費を
削減するためにも、予防のための支援方法の
確立が急がれている。このような背景から、
ここ数年、認知症の発症に関連する危険因子
の解明や認知症予防のための支援方法につ
いての研究が積極的に実施されている。これ
らの先行研究においては、認知症は、遺伝的
要因だけではなく、日常の生活習慣が関わっ
てくることが報告されている。そして認知症
予防の方法のひとつとして、運動やスポーツ
によって日常身体活動を活性化させること
の有効性が注目されている。例えば、アメリ
カにおける大規模疫学調査では、身体活動レ
ベルが高い活動的な女性は、認知機能が良い
ことやその低下が少ないことが明らかにさ
れている。同様に、健常高齢男性を対象とし
た疫学調査では、よく歩き活動的な生活習慣
を持つ男性は、非活動的な男性と比較して、
認知症の発症の危険度が低くなることが報
告されている。このように、欧米を中心とし
た疫学研究において、日常身体活動量の多い
高齢者や定期的に運動を実践している高齢
者は、不活発な高齢者よりも、認知症の発症
が少ないことや認知機能の低下が緩やかで
あることが確認されている。しかしながら、
これらの先行研究では、対象者の身体活動の
評価方法は、自記式または聞き取り法による
アンケートを用いたものがほとんどである。
このような主観的な身体活動量の評価は、安
価で一度に多くの対象者を測定できるなど
の利点はあるものの、肝心の身体活動量を精
確に定量することは難しく、加えて高齢者に
おいては、認知機能の低下などと相俟って、
リコールバイアスが大きくなる。また、我が
国の高齢者を対象とした認知機能と身体活
動・運動との関連を検討した研究成果の蓄積
はまだまだ少なく、具体的かつ確固たる指針
を与えられるような研究は未だに無い。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、高齢者の認知機能と身体

活動の関連を前向き研究によって調査する
ことであった。本研究では、まず、高齢者に
おける運動や身体活動の実態を、従来のアン
ケートに基づく主観的かつ曖昧な方法では
なく加速度センサー付体動計を用いて客観
的かつ精確に把握し、それと認知機能との関
係を横断的に調べた。次に、どのような運動

や身体活動が高齢者の認知機能の低下を遅
らせたり、認知症の発症を予防したりするこ
とができるのかを縦断的に調べた。 

 
３．研究の方法 
（１）対象者及び手続き 
 平成 19年 12 月に東京都内及び千葉県内在
住の中高齢者 75 名を対象に身体活動量と認
知機能の測定を実施した。75 人の中で、身体
活動量と認知機能の測定に欠損の無かった
65 名をベースラインの分析の対象とした。2
回の測定とも完遂した 47 名を縦断的な分析
に用いた。全ての対象者には、本研究の趣旨
を十分に説明し、実験参加に対する同意を得
た。 
 
（２）測定項目 
対象者の身体活動量の測定には、加速度セ

ンサー付体動計（ライフコーダ Plus、スズケ
ン社製）を用いた。対象者には、加速度セン
サー付体動計を最低１ヶ月間、毎日、就寝時
を除いて終日装着してもらい、歩数を調べた。
歩数は、Tudor-Locke and Basset の先行研究
に基づいて、7500 歩未満/日と 7500 歩以上/
日の２群に分類した。認知機能の測定は、ベ
ントン視覚記銘検査を用いた。 
 
（３）分析方法 
 数値は全て平均±標準偏差で示した。日常
身体活動量とベントン視覚記銘検査得点の
横断的分析には、年齢、性別を調整した共分
散分析を用いた。縦断的な変化は、ベントン
視覚記銘検査の経年的変化率とベースライ
ンでの身体活動量との関連を、年齢、性別、
ベースラインでのベントン視覚記銘検査得
点を調整した共分散分析で解析した。全ての
分析は、Statistical Package for Social Science 
16.0 (SPSS Inc., Chicago, IL)を用いて実施した。 
 
４．研究成果 
（１）対象者の特徴 
 ベースラインにおける対象者の平均年齢
は、68.6±8.1 歳（男性 72.3±4.4 歳；女性
66.9±8.9 歳）であった。平均歩数及びベン
トン視覚記銘検査の得点は、それぞれ 8533
±2717 歩（男性 8253±3330 歩；女性 8670±
2401 歩）、6.5±1.7 点（男性 6.3±1.3 点；
女性 6.7±1.9 点）であった。 
 
（２）ベースラインにおける歩数とベントン

視覚記銘検査の得点の関係 
 身体活動量（歩数）を 7500 歩/日以上（活
動群）と以下（非活動群）に分け、ベントン



視覚記銘検査得点との関係を分析した（図
１）。年齢と性別を調整した共分散分析を実
施した結果、両変数間に統計学的な有意な関
連は認められなかった。しかし、ベントン視
覚記銘検査得点は、7500 歩以上の群が 7500
歩未満の群と比較して、約 0.6 点高かった
（6.8 点 vs. 6.2 点）。 
 

図１．ベントン視覚記銘検査得点と日常身体
活動量の横断的関係 

 
（３）身体活動量とベントン視覚記銘検査得
点の縦断的関係 

ベントン視覚記銘検査得点の経年的な変
化率とベースラインにおける日常身体活動
量の関係を分析した（図２）。年齢、性別、
ベースラインにおけるベントン視覚記銘検
査得点を調整した共分散分析の結果、両変数
間に統計学的な有意な関連は認められなか
った。しかし、ベースラインからフォローア
ップにかけて、ベントン視覚記銘検査得点が、
上昇した群と下降した群に分類して、ベース
ラインでの日常身体活動量を比較した結果
（図３）、年齢、性別を調整した後でも、得
点が上昇した群は、下降した群と比較して、
日常身体活動量が高い傾向を示した（P 
= .089; 9238±2393 歩 vs. 7712±1999 歩）。 
 

 
図２．ベントン視覚記銘検査得点の経年的変

化と日常身体活動量の関係 

図３．ベントン視覚記銘検査得点の変化とベ
ースラインにおける日常身体活動量の
関係 
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